




平成2年度は,所属2機関から提出された先天異常の出生前診断に関する資料につき検討を

加えた。 

九州大学において,1970 年 1 月から 1988 年 12 月に至る 19 年間に経験した形態異常児

は,497 例,奇形数にしてのべ 750 個であった。問診・家族歴・妊婦健診時の理学所見など

から形態異常をうたがい超音波画像診断を実施した1970年から1982年までの成績と,妊婦

検診毎に,全妊婦につき,スクリーニング的に超音波診断を行った 1983 年から 1988 年まで

の成績を比較した結果, 

①いづれの時でも診断可能であった形態異常は 22 種で,そのうち 75%以上の正診率を示し

た疾患は,臍帯ヘルニア,胎児水腫,水腎症,無脳症,全前脳胞症,水頭症,嚢胞性リンパ管腫,

十二指腸閉鎖,小腸閉鎖,多嚢胞腎,卵巣腫瘍,陰嚢水腫などで,異常部位に液体貯留を随伴

しているものが多かった。 

②妊娠健診や問診では発見のいとぐちがなく,超音波画像診断によるスクリーニング検査

によってはじめて診断可能であった形態異常は 44 種類にのぼり,そのうち 75%以上の正診

率をしめした疾患は7種類(全前脳胞症,嚢胞性リンパ管腫,両大血管右室起始症,多嚢胞腎,

小腸閉鎖症,四肢の拘縮,陰嚢水腫)であった。 

③診断不能であった先天性形態異常疾患は,99種類中約3分1の 33種類であった(鎖肛,合

指症,ヒルシュスプルング病,尿道下裂など)。 


